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 取扱いが簡単な赤外線カメラ(サーモグラフィー)による温度画像を用いて、 

熱の伝わり方から金属材料の内部形状やピンホール、クラック、 密着不良など

の内部欠陥を検出する方法を検討した。検出のために必要な加熱方法として、 

観察面に平行な定常熱流を発生させる方法と、観察面に垂直な過渡熱流を発生

させる方法を検討した。 前者の方法では熱流方向の温度勾配を算出することに

よって、 大きなスリットやピンホールなどの内部形状を検出することができた

が、 実際のクラック状の欠陥検出はできなかった。 後者の方法では、温度の

変化量を算出することにより、 溶射皮膜などの人工的な内部欠陥を検出するこ

とができた。 実用化が比較的容易であると恩われる後者の方法について、 圧

縮空気を用いた簡単な自動検査システムを試作した。 
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